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暑い夏の到来です。猛暑、酷暑の日々が予想され

ます。 

寝不足、朝ごはん抜き、水筒忘れ等が保健室来室

者に見られます。 

からだが暑さに慣れるまでは、体調管理をより慎

重にしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

光化学スモッグとは？ 

自動車などの排気ガス中に含まれる炭化水素と窒素の酸化物が、上空で太陽

からの強い紫外線を受けて光化学反応を起こし、大量の過酸化物質オキシダン

トが発生した時をいいます。 

教育委員会より光化学スモッグ注意報（黄色の旗）・警報（赤の旗）の連絡が

きましたら、放送で連絡、２階のベランダに旗を表示します。 

 

注意報が発令されたら・・・ 

・ なるべく外に出ない 

・ 外での活動もなるべく中断して様子を見る 

警報が発令されたら・・・ 

・ 速やかに屋内に待避 

・ 警報解除までは外に出ない 

次のような症状を感じたら・・・ 

・ 目がチカチカしたり、痛い → 水で洗眼 

・ のどが痛い → うがいをする 

 学校生活中、光化学スモッグが原因で医療機関にかかった場合は、スポーツ振

興センターの適用範囲となります。 

 1.500円以上医療費がかかりましたら、学校へ連絡してください。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1592985839/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9mZWVseW91Lm5ldC90YW5hYmF0YS8-/RS=%5EADBvQAaq2TQOn2WIT_Q1AoUcaSGz.c-;_ylt=A2RCL6lvt_FeSgIAUQWU3uV7


 

 

熱中症の起こり方 

※資料：環境省『熱中症環境保健マニュアル』をもとに作成 

人の体は暑さを感じると、皮膚に多くの血液を流したり、汗を出して体温を下

げます。 

 血液には熱を運ぶ役割があり、皮膚を

流れる血管を通る時に熱を外に出して

います。 

 汗は体から蒸発する時に体の熱も一

緒に放出しています。 

これで人は体温を一定に保っている

わけです。 

暑い夏、激しい運動を長時間続けてい

ると大量の汗をかきます。汗が大量に出

ているのに水分を取らないと、脱水症状

がおこり、血液が濃縮され血液の流れが

悪くなります。 

 また、高い湿度だと汗が蒸発せず、皮

膚の表面にたまり、熱がこもったままに

なることがあります。 

 こうしたことによって、熱中症の症状

を引き起こされています。 

 

熱中症予防 

 ・こまめな水分補給（のどの渇きを感じる前に） 

 ・蒸し暑さをさけること 

 ・規則正しい食生活 

 

熱中症の対応 

 

 

 

 

 

 


